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◇表紙（発掘作業）

◇令和2年度定時総会

◇専門委員会始動

◇事務局だより・安全だより

◇みんなの広場
（福光地内発掘現場）

◇就業情報

◇お知らせ

主な内容

〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
https://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数　　749名
男　性　　466人　 　女　性　　283人
　　　　　　　（令和２年８月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
収
ま
ら
ず
都
市
圏
で

は
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
報
が
お
手
元
に
届
く

頃
に
終
息
し
て
い
た
ら
良
い
の
で

す
が
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は
長
く
続

く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
七

月
豪
雨
の
甚
大
な
被
害
が
各
地

で
起
こ
り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化

の
影
響
か
、
異
常
気
象
に
よ
る

被
害
が
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
上
被
害
が
拡
大
し
な

い
よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
七
月
か
ら
南
砺
市
で
遺

跡
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ど
ん
な
貴
重
な
も
の
が
発
掘

さ
れ
る
か
作
業
を
し
て
い
て
も

高
揚
感
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
発
掘
現
場
の
写
真
や
発
掘
作

業
会
員
の
ご
意
見
等
を
掲
載
し

ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
頂
き
、

遺
跡
調
査
に
興
味
あ
る
方
や
経

験
の
あ
る
方
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
加
入
促
進
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
報
班
　
Ｔ
・
Ｓ
）

編
　
集
　
後
　
記

城
端
地
域

　
荒
木
　
修
治
　
　
水
本
　
和
夫

　
松
本
　
明
子
　
　
又
葉
文
四
郎

　
野
原
　
陸
邦
　
　
細
川
　
清
一

　
高
田
　
正
治
　
　
干
場
　
斉
一

　
大
田
　
敦
世
　
　
竹
山
登
代
明

　
山
本
　
　
博
　

平

　地
域
　
　
　
　
野
原
　
武
次
　

上
平
地
域
　
　
　
　
横
井
　
博
道

利
賀
地
域
　
　
　
　
野
村
　
雅
樹

井
波
地
域

　
吉
岡
　
満
子
　
　
新
田
　
初
美

　
石
岡
　
　
威
　
　
川
島
　
宣
夫

　
稲
葉
　
芳
雄
　
　
大
島
　
清
美

　
大
島
由
美
子
　
　

井
口
地
域
　
　
　
　
平
松
　
春
子

福
野
地
域

　
南
　
　
邦
子
　
　
渋
谷
　
智
貴

　
成
瀬
　
順
子
　
　
有
川
　
　
修

　
在
塚
　
　
稔
　
　
川
原
　
政
子

　
梧
桐
　
良
和
　
　
大
西
万
里
子

　
津
田
　
和
雄
　
　
花
島
　
外
美

　
東
　
美
智
子
　
　
近
川
　
清
志

　
新
山
美
知
子
　
　
岩
見
　
文
雄

　
浦
嶋
　
　
修
　
　
苗
加
　
重
夫

　
七
山
　
一
政
　
　
中
嶋
　
秀
子

　
俵
　
　
満
之
　
　
今
井
　
　
繁

福
光
地
域

　
片
山
　
邦
子
　
　
勢
藤
源
史
郎
　

　
木
村
　
治
子
　
　
田
中
　
尚
子

　
長
祖
　
順
子
　
　
工
藤
　
　
勲

　
得
地
　
　
登
　
　
小
村
長
次
郎

　
小
村
　
恵
子
　
　
本
吉
日
出
男
　

　
村
上
　
新
吉
　
　
工
藤
　
久
正

　
上
野
　
雅
治

八
　
月
分
　
九
　
月
十
八
日
（
金
）

九
　
月
分
　
十
　
月
二
十
日
（
火
）

十
　
月
分
　
十
一
月
二
十
日
（
金
）

十
一
月
分
　
十
二
月
十
八
日
（
金
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
開
催
を
見
合
わ
せ

て
お
り
ま
し
た
が
十
月
よ
り
再
開
し

ま
す
。

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日（
金
）

場
所

　福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

時
間

　午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
女
性
限
定
の
入
会
説
明
会
で
す
。

ゆ
っ
く
り
と
ご
質
問
や
お
話
を
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
聞
か
せ
て
頂

き
ま
す
。
　

　
十
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
促
進
月
間
」
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
、

事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新
し
い
仲
間
に
加
入

を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
各
地
区
の
活
動
は
別
紙
開

催
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

◇
雪
吊
講
習
会

◇
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

　
シ
ル
バ
ー
の
土
壌
改
良
材
を
使
い

土
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

令和2年度下期入会説明会日程
福野シルバーワークプラザ 研修室

午後1時30分～

◇
健
康
講
座

　
安
全
就
業
は
元
気
な
体
か
ら
‼

　
詳
細
は
決
定
次
第
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

下
期
の
独
自
講
習
会
の
予
定

下
期
の
独
自
講
習
会
の
予
定

シ
ル
バ
ー
の
日
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

シ
ル
バ
ー
の
日
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

女
性
限
定
入
会
説
明
会
の
ご
案
内

女
性
限
定
入
会
説
明
会
の
ご
案
内

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以

上
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、

ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ

ひ
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
紹
介
い
た
だ
い
た
お
友
達
が
入
会

し
た
場
合
、
紹
介
会
員
に
商
品
券
を

贈
呈
し
ま
す
。

会 員 大 募 集

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

下
期
入
会
説
明
会
日
程

下
期
入
会
説
明
会
日
程

配
分
金
支
払
日

配
分
金
支
払
日

令和2年10月20日(火)

令和2年11月20日(金)

令和2年12月18日(金)

令和3年  1月20日(水)

令和3年  2月19日(金)

令和3年  3月19日(金)

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
　七
月
三
十
一
日
ま
で

新
入
会
員
紹
介
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令
和
二
年
度
定
時
総
会
が
六
月
八

日（
月
）出
席
者
六
百
四
十
四
名（
議

決
権
行
使
会
員
数
六
百
十
九
名
を
含

む
）の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
会
場

は
当
初
予
定
し
て
い
た
「
じ
ょ
う
は

な
座
」
か
ら
南
砺
市
地
域
包
括
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
多
目
的
研
修
室
へ
と
変
更

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
席
者
を

最
小
限
と
す
る
た
め
会
員
の
皆
様
に

書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
を
お
願

い
し
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た
優
良
会

員
表
彰
も
行
わ
な
い
な
ど
簡
略
化
い

た
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長

の
挨
拶
が
あ
り
、「
我
が
国
に
お
い

て
は
、
人
口
減
少
社
会
に
入
り
労
働

力
不
足
が
問
題
と
な
る
中
、
高
齢
者

の
労
働
力
と
し
て
の
役
割
が
強
く
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
シ

ル
バ
ー
に
対
す
る
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
や
期
待
が
大
き
い
反
面
、
企
業
に

お
け
る
高
齢
者
の
就
業
機
会
確
保
は

会
員
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

シ
ル
バ
ー
に
と
っ
て
〝向
か
い
風
〞

と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
社

会
生
活
や
経
済
活
動
に
計
り
知
れ
な

い
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
影
響

は
シ
ル
バ
ー
事
業
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。
一
日
も
早
い
回
復
を
願
う
ば
か

り
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
議
事
に
移
り
令
和
元
年
度

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
審
議
が
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
議
案

第
一
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
報
告

　
令
和
元
年
度
は
、
事
業
計
画
に
基

づ
き
会
員
の
拡
大
・
就
業
機
会
の
拡

大
・
安
全
就
業
対
策
の
推
進
等
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
入
会
説
明
会

や
チ
ラ
シ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
募
集
活

動
を
行
い
ま
し
た
が
、
前
年
度
に
比

べ
て
三
十
人
減
の
八
百
人
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
契
約
金
額
に
つ
い
て
は
、

就
業
機
会
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た

が
、
請
負
事
業
に
お
け
る
受
注
件
数

の
減
少
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

て
▲
千
八
百
万
円
余
り
減
の
四
億
四

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
就
業
率
は
、
運
営
員
に
よ

る
仕
事
と
会
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

努
め
た
結
果
、
前
年
度
に
比
べ
て

二
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
の
九
十
四.

四
％
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

令
和
元
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
役
員
の
任
期
が
本
総

会
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

理
事
及
び
監
事
選
考
委
員
会
を
設
置

し
て
、
次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
し

本
総
会
に
推
薦
さ
れ
、
左
記
の
役
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
総
会

後
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い

て
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、
専
務
理

事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
紹
介

理
事
長
　
長
尾
　
益
勇
　
城
　
端

副
理
事
長
　
中
嶋
覺
太
郎
　
福
　
野

専
務
理
事
　
叶
山
　
勝
之
　
事
務
局
長

理
　
　
事
　
山
田
　
勝
芳
　
　
平

理
　
　
事
　
野
原
　
勝
二
　
利
　
賀

新
理
事
　
上
林
　
好
美
　
井
　
波

理
　
　
事
　
船
藤
　
健
治
　
福
　
光

新
理
事
　
山
田
　
政
寛
　
福
　
光

理
　
　
事
　
小
西
　
　
清
　
井
　
波

新
理
事
　
石
田
　
清
子
　
城
　
端

新
理
事
　
川
口
と
み
子
　
福
　
光

新
理
事
　
齋
藤
　
　
武
　
福
　
野

新
理
事
　
西
野
　
輝
夫
　
井
　
口

新
理
事
　
神
田
　
　
清
　
城
　
端

新
理
事
　
堀
　
　
淳
子
　
福
　
野

新
理
事
　
松
村
紀
久
雄
　
福
　
光

理
　
　
事
　
井
口
　
一
彦
　
市
職
員

監
　
　
事
　
臼
井
　
芳
雄
　
井
　
波

新
監
事
　
松
田
　
哲
也
　
市
職
員

令
和
二
年
度
事
業
計
画

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た

す
役
割
の
重
要
性
と
地
域
社
会
の
期

待
は
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き

現
役
世
代
の
下
支
え
や
人
手
不
足
分

野
で
の
労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
就
業
意
欲
の
高
い
高
齢
者
の
受

け
皿
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。
事
業
面
で
は
、
引
き
続

き
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
一
方
、
運
営
面
で
は
、
昨
年
度
策

定
し
た
「
第
四
次
運
営
改
革
実
施
計

画
」
に
基
づ
き
、
効
率
的
な
組
織
運

営
と
財
政
基
盤
の
安
定
化
に
向
け
引

き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
同
じ

く
昨
年
度
策
定
し
た
「
第
二
次
中
長

期
計
画
前
期
年
度
計
画
」
に
基
づ

き
、
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

重
点
施
策

一
　
会
員
の
拡
大

二
　
就
業
機
会
の
拡
大

三
　
就
業
能
力
の
向
上 

四
　
安
全
就
業
対
策
の
推
進

五
　
適
正
就
業
対
策
の
推
進

六
　
会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と

　
　
組
織
の
活
性
化

七
　
指
定
管
理
受
託
施
設
の
適
正
管
理

八
　
効
率
的
な
運
営
と
財
政
基
盤
の

　
　
安
定
化

九
　
事
務
局
体
制
の
整
備
・
充
実

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
（
地
域
別
・
敬
称
略
）

 

優
良
会
員
表
彰

（
八
年
以
上
の
継
続
就
業
会
員
）

◆
城
端
地
域

　
石
田
　
清
子
　
　
大
浦
　
静
夫

　
坂
上
　
則
吉
　
　
澤
田
　
弘
治

　
山
下
　
祥
二
　
　
　

　
去
る
六
月
十
九
日（
金
）、
富
山

市
の
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で
、

令
和
二
年
度
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
表
彰

式
な
ど
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
左
記
の

三
名
が
長
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　塚
田

　久
俊 

会
員（
井
口
地
域
）

　苗
田

　
　睦 

会
員（
福
野
地
域
）

　金
山

　友
之 

会
員（
福
光
地
域
）

令
和
二
年
度
定
時
総
会

開
催
さ
れ
る

年度別会員数（単位：人）

H27
750

800

850

900
883

837 839
830

800

H28 H29 H30 R１

年度別就業率（単位：%）

H27

88.1

90.9 90.9
92.0

94.4

H28 H29 H30 R１

96

94

92

90

88

86

84

年度別契約金額（単位：千円）

H27

425,000

420,000

415,000

410,000

405,000

400,000

395,000

390,000

410,044

H28 H29 H30 R１

407,811

423,187 422,329

404,175

令和元年度　事業実績

令和元年度決算額
※（　）内は前年度対比

経常収益

経常費用

当期経常
増 減 額

370,020千円
（▲23,674）

364,170千円
（▲23,497）

5,850千円
（▲177）

公
益
社
団
法
人
富
山
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
平
地
域

　
岡
部
　
孝
雄
　
　
栃
原
す
み
子

◆
上
平
地
域 

　
河
口
　
　
博
　
　
髙
野
　
清
緊

◆
井
波
地
域

　
佐
藤
三
津
男
　
　
久
恵
　
外
二
　

◆
井
口
地
域

　
窪
田
　
喜
作

◆
福
野
地
域

　
中
村
　
貞
夫
　
　
北
野
　
律
子

　
蓑
口
　
誠
二
　
　
河
内
　
健
一

　
野
澤
　
又
一

◆
福
光
地
域

　
織
田
　
信
男
　
　
溝
口
　
和
則

　
立
野
　
充
子
　
　
山
田
　
政
寛

　
舘
田
　
洋
美
　
　
本
居
眞
理
子

　
立
野
美
知
子
　
　
浅
地
　
　
徹

　
青
木
　
節
子
　
　
山
田
　
良
一

　
溝
口
　
睦
子
　
　
佐
々
木
郁
代

　
田
村
　
正
子
　
　
上
坂
　
輝
代

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

（
三
人
以
上
の
新
規
会
員
を
紹
介
）

　
山
田
　
勝
芳
（
平
　
地
域
）

　
野
原
　
勝
二
（
利
賀
地
域
）

　
大
藏
　
武
雄
（
福
野
地
域
）

優
良
職
員
被
表
彰
者

（
勤
続
二
十
年
）

　
業
務
課
長
　
野
村
麻
理
子

感
謝
状
贈
呈

（
役
員
四
年
以
上
）

　
安
居
　
弘
子
　
九
年
二
か
月

　
定
村
　
謙
一
　
六
年
　

　
大
藏
　
武
雄
　
六
年

　
山
田
　
良
一
　
四
年

　
立
野
　
充
子
　
四
年

　
藤
井
　
清
美
　
四
年

　
河
合
　
昭
子
　
四
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
良
会
員
表
彰
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令
和
二
年
度
定
時
総
会
が
六
月
八

日（
月
）出
席
者
六
百
四
十
四
名（
議

決
権
行
使
会
員
数
六
百
十
九
名
を
含

む
）の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
会
場

は
当
初
予
定
し
て
い
た
「
じ
ょ
う
は

な
座
」
か
ら
南
砺
市
地
域
包
括
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
多
目
的
研
修
室
へ
と
変
更

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
席
者
を

最
小
限
と
す
る
た
め
会
員
の
皆
様
に

書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
を
お
願

い
し
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た
優
良
会

員
表
彰
も
行
わ
な
い
な
ど
簡
略
化
い

た
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長

の
挨
拶
が
あ
り
、「
我
が
国
に
お
い

て
は
、
人
口
減
少
社
会
に
入
り
労
働

力
不
足
が
問
題
と
な
る
中
、
高
齢
者

の
労
働
力
と
し
て
の
役
割
が
強
く
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
シ

ル
バ
ー
に
対
す
る
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
や
期
待
が
大
き
い
反
面
、
企
業
に

お
け
る
高
齢
者
の
就
業
機
会
確
保
は

会
員
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

シ
ル
バ
ー
に
と
っ
て
〝向
か
い
風
〞

と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
社

会
生
活
や
経
済
活
動
に
計
り
知
れ
な

い
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
影
響

は
シ
ル
バ
ー
事
業
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。
一
日
も
早
い
回
復
を
願
う
ば
か

り
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
議
事
に
移
り
令
和
元
年
度

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
審
議
が
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
議
案

第
一
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
報
告

　
令
和
元
年
度
は
、
事
業
計
画
に
基

づ
き
会
員
の
拡
大
・
就
業
機
会
の
拡

大
・
安
全
就
業
対
策
の
推
進
等
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
入
会
説
明
会

や
チ
ラ
シ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
募
集
活

動
を
行
い
ま
し
た
が
、
前
年
度
に
比

べ
て
三
十
人
減
の
八
百
人
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
契
約
金
額
に
つ
い
て
は
、

就
業
機
会
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た

が
、
請
負
事
業
に
お
け
る
受
注
件
数

の
減
少
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

て
▲
千
八
百
万
円
余
り
減
の
四
億
四

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
就
業
率
は
、
運
営
員
に
よ

る
仕
事
と
会
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

努
め
た
結
果
、
前
年
度
に
比
べ
て

二
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
の
九
十
四.

四
％
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

令
和
元
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
役
員
の
任
期
が
本
総

会
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

理
事
及
び
監
事
選
考
委
員
会
を
設
置

し
て
、
次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
し

本
総
会
に
推
薦
さ
れ
、
左
記
の
役
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
総
会

後
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い

て
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、
専
務
理

事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
紹
介

理
事
長
　
長
尾
　
益
勇
　
城
　
端

副
理
事
長
　
中
嶋
覺
太
郎
　
福
　
野

専
務
理
事
　
叶
山
　
勝
之
　
事
務
局
長

理
　
　
事
　
山
田
　
勝
芳
　
　
平

理
　
　
事
　
野
原
　
勝
二
　
利
　
賀

新
理
事
　
上
林
　
好
美
　
井
　
波

理
　
　
事
　
船
藤
　
健
治
　
福
　
光

新
理
事
　
山
田
　
政
寛
　
福
　
光

理
　
　
事
　
小
西
　
　
清
　
井
　
波

新
理
事
　
石
田
　
清
子
　
城
　
端

新
理
事
　
川
口
と
み
子
　
福
　
光

新
理
事
　
齋
藤
　
　
武
　
福
　
野

新
理
事
　
西
野
　
輝
夫
　
井
　
口

新
理
事
　
神
田
　
　
清
　
城
　
端

新
理
事
　
堀
　
　
淳
子
　
福
　
野

新
理
事
　
松
村
紀
久
雄
　
福
　
光

理
　
　
事
　
井
口
　
一
彦
　
市
職
員

監
　
　
事
　
臼
井
　
芳
雄
　
井
　
波

新
監
事
　
松
田
　
哲
也
　
市
職
員

令
和
二
年
度
事
業
計
画

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た

す
役
割
の
重
要
性
と
地
域
社
会
の
期

待
は
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き

現
役
世
代
の
下
支
え
や
人
手
不
足
分

野
で
の
労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
就
業
意
欲
の
高
い
高
齢
者
の
受

け
皿
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。
事
業
面
で
は
、
引
き
続

き
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
一
方
、
運
営
面
で
は
、
昨
年
度
策

定
し
た
「
第
四
次
運
営
改
革
実
施
計

画
」
に
基
づ
き
、
効
率
的
な
組
織
運

営
と
財
政
基
盤
の
安
定
化
に
向
け
引

き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
同
じ

く
昨
年
度
策
定
し
た
「
第
二
次
中
長

期
計
画
前
期
年
度
計
画
」
に
基
づ

き
、
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

重
点
施
策

一
　
会
員
の
拡
大

二
　
就
業
機
会
の
拡
大

三
　
就
業
能
力
の
向
上 

四
　
安
全
就
業
対
策
の
推
進

五
　
適
正
就
業
対
策
の
推
進

六
　
会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と

　
　
組
織
の
活
性
化

七
　
指
定
管
理
受
託
施
設
の
適
正
管
理

八
　
効
率
的
な
運
営
と
財
政
基
盤
の

　
　
安
定
化

九
　
事
務
局
体
制
の
整
備
・
充
実

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
（
地
域
別
・
敬
称
略
）

 

優
良
会
員
表
彰
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八
年
以
上
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継
続
就
業
会
員
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澤
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、
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催
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。
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わ
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績
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今
年
度
の
会
員
一
泊
研
修
旅
行

は
、
十
月
一
日
〜
二
日
の
日
程
で
新

潟
方
面
に
決
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
か
ら
、
改
め
て
実
施
の

可
否
を
検
討
し
た
結
果
、
会
員
の
皆

様
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に
考

え
、
中
止
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
誠
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来

年
度
は
安
全
で
安
心
で
き
る
環
境
の

下
、
多
数
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を

得
て
実
施
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
当
セ
ン
タ
ー
公
認
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
開
設
し
ま
し

た
。

　
日
頃
の
就
業
や

講
習
会
の
様
子
、

セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
し
ら
せ
な
ど
を

掲
載
し
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　今年度は残念ながら恒例の会員一泊研修が実施
できませんでしたが、来年度の研修をより良いもの
にすべく研修内容等検討したいと思います。
　また、「互助会の創設」や「ゴールド会員制度」な
どについて検討し魅力的なセンターとなるよう取り
組んで参ります。

事
務
局
だ
よ
り

委員長 中嶋覺太郎 副委員長 船藤  健治
■今年度の活動計画

総 務 委 員 会

　「昨年度より事故件数を半数に！」当委員会の今
年度目標です。そのために安全パトロールの実施回
数を増やし、就業現場での安全指導を強化します。
　講習会は、新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため人数を限定し開催することになりますが、就業
機会の拡大につながる講習会を企画します。

委員長 野原　勝二 副委員長 小西　清
■今年度の活動計画

安全・適正就業委員会

　会報やホームページ、今年度に開設したＳＮＳを活
用し会員の拡大を図ります。また、上半期は新型コ
ロナウィルス感染症拡大防止のため開催できなかっ
た入会説明会を下半期は再開し、新しい取り組みと
して「女性限定入会説明会」を開催する予定です。

委員長 山田　勝芳 副委員長 山田　政寛
■今年度の活動計画

広報・地区活動委員会

　よりよいセンターを目指し、
運営に係る様々な懸案事項を
協議して参ります。

委員長 中嶋覺太郎 副委員長 山田　勝芳
■今年度の活動計画

組織機構改革検討委員会

　女性会員の絆を深め、より楽しくより元気なシル
バーを目指します。
・女性部のつどい・サークル活動
・地域イベントでのＰＲ活動

委員長 上林　好美 副委員長 石田　清子
■今年度の活動計画

女 性 部

　今年度は改選の年度であり、定時総
会後各委員会も新体制となりました。
これから令和３年度末まで委員長を中
心にシルバー人材センターの基本理念
「自主・自立、共働・共助」のもと委
員会運営を行います。よろしくお願い
いたします。

専門委員
会も新体制で始動する専門委員
会も新体制で始動する

就 業 情 報

1 製品箱詰め作業 会社カレンダー 会社カレンダー 9：00～16：00 城 端

2 施設内清掃作業 応相談 応相談 応相談 井 波

3 塗装補助作業 月～土曜日 日曜日 8：30～17：00 福 野

4 品出し及び詰め物作業 応相談 応相談 8：00～17：30　交代制 福 野

5 塗装補助、タッチアップ等 月～土曜日 日曜日 8：15～17：00 福 野

6 簡易包装作業 会社カレンダー 会社カレンダー 8：30～17：00 福 光

1 屋内軽作業 月～金曜日　 土・日曜日　 8：30～16：00 城 端

2 清掃作業（トイレを含む） 火、木、土曜日 月、水、金、日曜日 8：30～13：30 城 端

3 清掃作業（トイレを含む） 応相談 応相談 16：30～17：30 井 口

4 屋内清掃作業 水、木、金曜日 月、火、土、日曜日 14：00～16：00 井 口

5 コンテナ等洗浄作業 応相談 応相談 13：00～17：00 福 野

6 商品整備作業（屋内軽作業） 会社カレンダー 会社カレンダー 8：00～17：00 福 野

7 屋内清掃作業 応相談 応相談 8：30～10：30、11：30 福 光

8 コンテナ等洗浄作業 月～日曜日 週1～2回 9：00～17：00　交代制 福 光

Ｎｏ． 就 業 内 容 曜　日 休　日 時　間 就業地域

会
員
一
泊
研
修
旅
行
中
止
に
つ
い
て

　
毎
年
恒
例
の
女
性
部
の
つ
ど
い
を

今
年
度
は
左
記
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
地
区
内
外
の
会
員
と
親
睦
を
図

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
参
加
く
だ
さ
い
。

（
三
密
を
避
け
、
屋
外
で
の
活
動
に

な
り
ま
す
。）

女
性
部
の
つ
ど
い
開
催
し
ま
す

令
和
三
年
版
会
員
手
帳
予
約
受
付

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
開
設
し
ま
し
た

「
木
彫
り
の
ま
ち
井
波
」
め
ぐ
り

木
彫
り
の
里
〜
八
日
町
ど
お
り

日

　時

　令
和
二
年
十
月
二
日（
金
）

時

　間

　九
時
三
十
分
〜
十
二
時
頃

集
合
場
所

　木
彫
り
の
里
駐
車
場

会

　費

　無
料

持
参
す
る
も
の

　
　
　
　マ
ス
ク
・
飲
み
物
等

そ
の
他

　事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

（
☎
二
二―

八
〇
五
〇
）

1冊
290円

申
込
期
限
　
九
月
末
日

申
込
方
法
　
事
務
局
窓
口
か
電
話

（
☎
二
二-

八
〇
五
〇
）
で
申
込

く
だ
さ
い
。

他の就業情報についてのお問い合わせは ☎22-8050まで。
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みんなの広場みんなの広場

講師の片山先生

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
講
習
会
の
開
催
を

見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
七
月

よ
り
受
講
者
数
を
限
定
し
開
催
し
ま

し
た
。

小
石
を
無
く
す

事
前
に
竹
ぼ
う
き
な
ど
で
掃
き
ま

し
ょ
う
。

刈
刃
を
小
石
に
当
て
な
い

草
丈
の
地
上
面
高
さ
三
セ
ン
チ
を

目
標
に
刈
り
ま
し
ょ
う
。

小
石
の
飛
ぶ
力
を
減
ら
す

回
転
数
を
下
げ
て
五
〇
〇
〇
回
転

に
し
ま
し
ょ
う
。

本
当
に
危
険
な
箇
所
は
手
刈
り
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
賠
償
事
故
四
件
の
う
ち
、
飛
び
石

に
よ
る
事
故
は
二
件
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
段
々
と
日
が
短
く
な
り

ま
す
。
就
業
途
上
の
事
故
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
二
月
に
県
シ
連
の
安
全
就
業

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
募
集
に
、
当
セ
ン

タ
ー
の
会
員
か
ら
も
作
品
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
選
考
の
結
果
、
鵜
野
伊

嘉
会
員
（
福
光
地
域
）
の
作
品
が
安

全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
選
ば
れ
七
月

十
日
の
県
シ
連
の
安
全
適
正
就
業
委

員
会
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
職
員
が
代
理
受
領
）

◇
今
年
度
の
事
故
発
生
状
況

　（
令
和
二
年
四
月
か
ら
七
月
末
ま
で
）

今回は、発掘作業に就業しているお二人の方です。 安
全
だ
よ
り

独
自
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
今
年
度
も
安
全
・
適
正
就
業
委
員

会
で
は
安
全
就
業
と
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
例
年
三
回
か
ら
二
回
増

や
し
五
回
実
施
す
る
予
定
で
す
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

県
シ
連
の
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

片
山
昌
作
講
師
の

　ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

片
山
昌
作
講
師
の

　ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

片
山
昌
作
講
師
の

　ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

片
山
昌
作
講
師
の

　ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　
草
刈
作
業
中
の
事
故
で
最
も
多

い
も
の
は
「
飛
び
石
」
に
よ
る
賠

償
事
故
で
す
。
こ
の
防
止
策
と
し

て
飛
び
石
防
止
ネ
ッ
ト
な
ど
の
安

全
具
の
使
用
の
他
に
、
左
記
の
点

に
注
意
し
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

（一）（二）（三）（四）

傷 害 賠 償

Ｒ１

Ｒ２

増減

８件

１件

▲７件

5件

4件

▲1件

慣
れ
た
仕
事
に

　ひ
そ
む
危
険

守
る
基
本
に
事
故
は
無
し

手洗い1
石鹸や消毒液に
よる手洗いを
しましょう

３密を避ける3
密閉・密集・密接を
回避しましょう

咳エチケット2
マスクの適宜な
着用をしましょう

●検温：風邪の症状や体温が37.5度以上ないか。（朝・夜２回）
●強いだるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）がないか。
●味覚、臭覚に異常がないか。

また毎日の健康チェックも忘れずに行いましょう。

※これらの症状があった場合は、就業には行かずに就業先とセンターへ連絡をしてください。

新型コロナウィルスの感染予防の３つの基本

5分間の会話は
1回の咳と同じ

会話をするときは
マスクを

つけましょう！

他人との
十分な

 距離を取る！

　シルバー人材センターへ入会して16年。主に遺跡発掘作業をしております。
毎年７月頃から11月頃まで夏場の暑いときの就業で夏バテに気をつけて作業し
ています。出土遺物、井戸、竪穴住居など、昔の生活がわかります。また、他セ
ンターの会員の方々とも作業することがあり様々な話を聞いたりして交流を図り
ながら楽しく作業しています。これからも健康第一で就業していきたいです。

発掘作業を通じて　

上坂 清三 会員
（福光地域）

　私はシルバーに入会して５年目の会員です。今年度は、遺跡の発掘作業に参加
しています。大学進学のきっかけは中学生時に遺跡の発掘をしたいと思っての事
でしたが、一度も経験する事無く卒業し、数十年過ぎて今回初めての体験でし
た。小さなころの夢の１つを叶えられ、また担当の方々のご配慮でとても充実した
時間を過ごさせて頂いておりシルバー人材センターには心から感謝しています。
　地域の多くの方々にも、生きがいを求めてシルバーの仲間になって頂きたいと
願っています。

シルバーに入会して　

小林 文雄 会員
（井口地域）

◇刈払機取扱安全講習会
7/15・7/22　（参加 42 人）

◇剪定講習会
8/21　（参加 17 人）

◇チェンソー講習会
8/28　（参加 11 人）
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みんなの広場みんなの広場

講師の片山先生

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
講
習
会
の
開
催
を

見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
七
月

よ
り
受
講
者
数
を
限
定
し
開
催
し
ま

し
た
。

小
石
を
無
く
す

事
前
に
竹
ぼ
う
き
な
ど
で
掃
き
ま

し
ょ
う
。

刈
刃
を
小
石
に
当
て
な
い

草
丈
の
地
上
面
高
さ
三
セ
ン
チ
を

目
標
に
刈
り
ま
し
ょ
う
。

小
石
の
飛
ぶ
力
を
減
ら
す

回
転
数
を
下
げ
て
五
〇
〇
〇
回
転

に
し
ま
し
ょ
う
。

本
当
に
危
険
な
箇
所
は
手
刈
り
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
賠
償
事
故
四
件
の
う
ち
、
飛
び
石

に
よ
る
事
故
は
二
件
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
段
々
と
日
が
短
く
な
り

ま
す
。
就
業
途
上
の
事
故
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
二
月
に
県
シ
連
の
安
全
就
業

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
募
集
に
、
当
セ
ン

タ
ー
の
会
員
か
ら
も
作
品
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
選
考
の
結
果
、
鵜
野
伊

嘉
会
員
（
福
光
地
域
）
の
作
品
が
安

全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
選
ば
れ
七
月

十
日
の
県
シ
連
の
安
全
適
正
就
業
委

員
会
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
職
員
が
代
理
受
領
）

◇
今
年
度
の
事
故
発
生
状
況

　（
令
和
二
年
四
月
か
ら
七
月
末
ま
で
）

今回は、発掘作業に就業しているお二人の方です。 安
全
だ
よ
り

独
自
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
今
年
度
も
安
全
・
適
正
就
業
委
員

会
で
は
安
全
就
業
と
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
例
年
三
回
か
ら
二
回
増

や
し
五
回
実
施
す
る
予
定
で
す
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

県
シ
連
の
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

片
山
昌
作
講
師
の

　ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

片
山
昌
作
講
師
の

　ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

片
山
昌
作
講
師
の

　ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

片
山
昌
作
講
師
の

　ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　
草
刈
作
業
中
の
事
故
で
最
も
多

い
も
の
は
「
飛
び
石
」
に
よ
る
賠

償
事
故
で
す
。
こ
の
防
止
策
と
し

て
飛
び
石
防
止
ネ
ッ
ト
な
ど
の
安

全
具
の
使
用
の
他
に
、
左
記
の
点

に
注
意
し
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

（一）（二）（三）（四）

傷 害 賠 償

Ｒ１

Ｒ２

増減

８件

１件

▲７件

5件

4件

▲1件

慣
れ
た
仕
事
に

　ひ
そ
む
危
険

守
る
基
本
に
事
故
は
無
し

手洗い1
石鹸や消毒液に
よる手洗いを
しましょう

３密を避ける3
密閉・密集・密接を
回避しましょう

咳エチケット2
マスクの適宜な
着用をしましょう

●検温：風邪の症状や体温が37.5度以上ないか。（朝・夜２回）
●強いだるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）がないか。
●味覚、臭覚に異常がないか。

また毎日の健康チェックも忘れずに行いましょう。

※これらの症状があった場合は、就業には行かずに就業先とセンターへ連絡をしてください。

新型コロナウィルスの感染予防の３つの基本

5分間の会話は
1回の咳と同じ

会話をするときは
マスクを

つけましょう！

他人との
十分な

 距離を取る！

　シルバー人材センターへ入会して16年。主に遺跡発掘作業をしております。
毎年７月頃から11月頃まで夏場の暑いときの就業で夏バテに気をつけて作業し
ています。出土遺物、井戸、竪穴住居など、昔の生活がわかります。また、他セ
ンターの会員の方々とも作業することがあり様々な話を聞いたりして交流を図り
ながら楽しく作業しています。これからも健康第一で就業していきたいです。

発掘作業を通じて　

上坂 清三 会員
（福光地域）

　私はシルバーに入会して５年目の会員です。今年度は、遺跡の発掘作業に参加
しています。大学進学のきっかけは中学生時に遺跡の発掘をしたいと思っての事
でしたが、一度も経験する事無く卒業し、数十年過ぎて今回初めての体験でし
た。小さなころの夢の１つを叶えられ、また担当の方々のご配慮でとても充実した
時間を過ごさせて頂いておりシルバー人材センターには心から感謝しています。
　地域の多くの方々にも、生きがいを求めてシルバーの仲間になって頂きたいと
願っています。

シルバーに入会して　

小林 文雄 会員
（井口地域）

◇刈払機取扱安全講習会
7/15・7/22　（参加 42 人）

◇剪定講習会
8/21　（参加 17 人）

◇チェンソー講習会
8/28　（参加 11 人）
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シルバーだより

令和２年９月10日発行

第　48　号

◇表紙（発掘作業）

◇令和2年度定時総会

◇専門委員会始動

◇事務局だより・安全だより

◇みんなの広場
（福光地内発掘現場）

◇就業情報

◇お知らせ

主な内容

〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
https://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数　　749名
男　性　　466人　 　女　性　　283人
　　　　　　　（令和２年８月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
収
ま
ら
ず
都
市
圏
で

は
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
報
が
お
手
元
に
届
く

頃
に
終
息
し
て
い
た
ら
良
い
の
で

す
が
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は
長
く
続

く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
七

月
豪
雨
の
甚
大
な
被
害
が
各
地

で
起
こ
り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化

の
影
響
か
、
異
常
気
象
に
よ
る

被
害
が
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
上
被
害
が
拡
大
し
な

い
よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
七
月
か
ら
南
砺
市
で
遺

跡
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ど
ん
な
貴
重
な
も
の
が
発
掘

さ
れ
る
か
作
業
を
し
て
い
て
も

高
揚
感
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
発
掘
現
場
の
写
真
や
発
掘
作

業
会
員
の
ご
意
見
等
を
掲
載
し

ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
頂
き
、

遺
跡
調
査
に
興
味
あ
る
方
や
経

験
の
あ
る
方
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
加
入
促
進
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
報
班
　
Ｔ
・
Ｓ
）

編
　
集
　
後
　
記

城
端
地
域

　
荒
木
　
修
治
　
　
水
本
　
和
夫

　
松
本
　
明
子
　
　
又
葉
文
四
郎

　
野
原
　
陸
邦
　
　
細
川
　
清
一

　
高
田
　
正
治
　
　
干
場
　
斉
一

　
大
田
　
敦
世
　
　
竹
山
登
代
明

　
山
本
　
　
博
　

平

　地
域
　
　
　
　
野
原
　
武
次
　

上
平
地
域
　
　
　
　
横
井
　
博
道

利
賀
地
域
　
　
　
　
野
村
　
雅
樹

井
波
地
域

　
吉
岡
　
満
子
　
　
新
田
　
初
美

　
石
岡
　
　
威
　
　
川
島
　
宣
夫

　
稲
葉
　
芳
雄
　
　
大
島
　
清
美

　
大
島
由
美
子
　
　

井
口
地
域
　
　
　
　
平
松
　
春
子

福
野
地
域

　
南
　
　
邦
子
　
　
渋
谷
　
智
貴

　
成
瀬
　
順
子
　
　
有
川
　
　
修

　
在
塚
　
　
稔
　
　
川
原
　
政
子

　
梧
桐
　
良
和
　
　
大
西
万
里
子

　
津
田
　
和
雄
　
　
花
島
　
外
美

　
東
　
美
智
子
　
　
近
川
　
清
志

　
新
山
美
知
子
　
　
岩
見
　
文
雄

　
浦
嶋
　
　
修
　
　
苗
加
　
重
夫

　
七
山
　
一
政
　
　
中
嶋
　
秀
子

　
俵
　
　
満
之
　
　
今
井
　
　
繁

福
光
地
域

　
片
山
　
邦
子
　
　
勢
藤
源
史
郎
　

　
木
村
　
治
子
　
　
田
中
　
尚
子

　
長
祖
　
順
子
　
　
工
藤
　
　
勲

　
得
地
　
　
登
　
　
小
村
長
次
郎

　
小
村
　
恵
子
　
　
本
吉
日
出
男
　

　
村
上
　
新
吉
　
　
工
藤
　
久
正

　
上
野
　
雅
治

八
　
月
分
　
九
　
月
十
八
日
（
金
）

九
　
月
分
　
十
　
月
二
十
日
（
火
）

十
　
月
分
　
十
一
月
二
十
日
（
金
）

十
一
月
分
　
十
二
月
十
八
日
（
金
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
開
催
を
見
合
わ
せ

て
お
り
ま
し
た
が
十
月
よ
り
再
開
し

ま
す
。

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日（
金
）

場
所

　福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

時
間

　午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
女
性
限
定
の
入
会
説
明
会
で
す
。

ゆ
っ
く
り
と
ご
質
問
や
お
話
を
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
聞
か
せ
て
頂

き
ま
す
。
　

　
十
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
促
進
月
間
」
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
、

事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新
し
い
仲
間
に
加
入

を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
各
地
区
の
活
動
は
別
紙
開

催
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

◇
雪
吊
講
習
会

◇
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

　
シ
ル
バ
ー
の
土
壌
改
良
材
を
使
い

土
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

令和2年度下期入会説明会日程
福野シルバーワークプラザ 研修室

午後1時30分～

◇
健
康
講
座

　
安
全
就
業
は
元
気
な
体
か
ら
‼

　
詳
細
は
決
定
次
第
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

下
期
の
独
自
講
習
会
の
予
定

下
期
の
独
自
講
習
会
の
予
定

シ
ル
バ
ー
の
日
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

シ
ル
バ
ー
の
日
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

女
性
限
定
入
会
説
明
会
の
ご
案
内

女
性
限
定
入
会
説
明
会
の
ご
案
内

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以

上
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、

ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ

ひ
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
紹
介
い
た
だ
い
た
お
友
達
が
入
会

し
た
場
合
、
紹
介
会
員
に
商
品
券
を

贈
呈
し
ま
す
。

会 員 大 募 集

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

下
期
入
会
説
明
会
日
程

下
期
入
会
説
明
会
日
程

配
分
金
支
払
日

配
分
金
支
払
日

令和2年10月20日(火)

令和2年11月20日(金)

令和2年12月18日(金)

令和3年  1月20日(水)

令和3年  2月19日(金)

令和3年  3月19日(金)

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
　七
月
三
十
一
日
ま
で

新
入
会
員
紹
介


